
　▼　夜空を彩る花火大会

Ｎ ｏ ． ７２
発  行　  平成２５年３月

国土交通省　東北地方整備局

新 庄 河 川 事 務 所
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「銅山だより」に関するご意見や出張所の仕事に関する質
問、「出前講座」や「見学会」の申し込みなどをお待ちして
います。お気軽にご連絡下さい！

新庄河川事務所　銅山川砂防出張所
〒996-0212　最上郡大蔵村大字清水字堀川 2346
    （ＴＥＬ）0233-75-2204
    （ＦＡＸ）0233-75-3023

http://www.thr.mlit.go.jp/shinjyou

　平成２５年３月２３日（土）大蔵村肘折温泉において「お
おくら雪ものがたり」が開催されました。３月１５日に完成
した巨大雪だるま「おおくら君１９世」の他、幻想雪回廊や
玉こんにゃくと甘酒の無料サービス、冬の花火大会と雪国な
らではの多彩なイベントが実施され、多くのの観光客の目を
楽しませ大盛況となっておりました。
　新庄河川事務所銅山川砂防出張所では、肘折いでゆ館１階
に昨年春に発生した肘折地すべりや土砂災害、肘折カルデラ
に関するパネル展示と、地すべり災害に関するＤＶＤ映像の
放映をおこないました。見学された方はＤＶＤ映像を興味深
く視聴され、昨年発生した肘折地すべり災害の記録に大変驚
いておられました。

　▲　灯籠が灯された会場（肘折いでゆ館）
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　▲　幻想雪回廊 　▲　甘酒の無料サービス等
　　　で賑わう会場

　
　
　
命

　
命
は
と
て
も
大
切
だ

　
人
間
が
生
き
る
た
め
の
電
池
み
た
い
だ

　
で
も
電
池
は
い
つ
か
切
れ
る

　
命
も
い
つ
か
は
な
く
な
る

　
電
池
は
す
ぐ
に
と
り
か
え
ら
れ
る
け
ど

　
命
は
そ
う
簡
単
に
と
り
か
え
ら
れ
な
い

　
何
年
も
何
年
も

　
月
日
が
た
っ
て
や
っ
と

　
神
様
か
ら
与
え
ら
れ
る
も
の
だ

　
命
が
な
い
と
人
間
は
生
き
ら
れ
な
い

　
で
も

　
「
命
な
ん
か
い
ら
な
い
」

　
と
言
っ
て

　
命
を
む
だ
に
す
る
人
も
い
る

　
ま
だ
　
た
く
さ
ん
の
命
が
使
え
る
の
に

　
そ
ん
な
人
を
見
る
と
悲
し
く
な
る

　
命
は
休
む
こ
と
な
く
働
い
て
い
る
の
に

　
だ
か
ら
私
は
命
が
疲
れ
た
と
言
う
ま
で

　
せ
い
い
っ
ぱ
い
生
き
よ
う

　角川小中学校において、３．１１東日本大震災を忘れな
い「いのちの教育」が行われました。午前中は各クラスで
命に関わる授業をおこない、午後は被災地でボランティア
活動をおこなっている早坂さんによる講演がおこなわれま
した。午前の授業では、命がどれほど貴重で尊いものであ
るか先生と生徒が一緒になって考え、生きたくとも病気や
地震・津波で生きることのできなかった人がいる事を受け
止め、生きることの大切さと精一杯生きる義務について学
びました。早坂さんの講演では、石巻市でのボランティア
活動の様子、「かけがえのない命。今私たちにできること
は、精一杯生きること。今年で閉校となる角川小中学校を
一生忘れず、誇りにして生きてほしい。」とお話がありま
した。
　新庄河川事務所では、角川小学校の要請に基づき、震災
パネルや記録映像の提供、津波で流された道路標識や鵜住
居小学校の学校用品などを展示し、生徒や先生の皆さん、
参観に来られた保護者の皆様にご覧いただくことが出来ま
した。

▲授業で使用した宮越由貴奈さん（１１）が作った詩
（５歳から５年半入院し、１１歳で亡くなった。）

▲早坂氏による講演

早坂信一氏

▲津波で流された楽器
（釜石東中学校）

▲津波で流された時計
（気仙沼国道維持出張所）

▲東日本大震災のパネルと震災モニュメントの展示（新庄河川事務所）

▲見学する生徒達

《角川小中学校》
　戸沢村角川地域に
ある角川小中学校で
すが、本年３月を
もって統廃合により
閉校となってしまい
ます。

４月からは新たに戸沢小学校・戸沢中学校とし
て新校舎でのスタートになります。



　 新庄河川事務所では、積雪期に発生した東日本大震災を教訓に、昨年度に引き続き積雪の一番多いこの時期に防
災訓練を実施しました。昨年実施した災害対応訓練の課題を基に、点検ルート及び点検手段の改善を図る訓練を実
施しました。銅山川砂防出張所では、常時監視システム（CCTV、水位計）や関係機関を活用し、まず管内に設置
しているCCTVカメラによる点検で現地状況の概略を把握した上、銅山川流域２班と角川流域２班で重要なポイン
トを中心に、現地踏査が困難な場合は渓流の異常（水の濁り、水位変化）等も参考に巡視・点検を行いました。ま
た新庄河川事務所では、大蔵村肘折においてはラジコンヘリコプターによる点検を実施しました。

【訓練概要】
 日時：平成25年2月14日(木) 9:00～12:00
 想定：発災時刻　9:00　　管内震度5強
 参加人数：110名 （内職員58名）
 対象区間：【河川】最上川中流、鮭川、真室川等 101km
 対象区間：【砂防】立谷沢川流域等　６流域

【事務所内での活動状況】
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【ラジコンヘリを利用した点検】

ラジコンヘリで撮影した
肘折地区斜面崩壊箇所と
県道ループ橋（希望橋）

CCTV映像をPCにより
点検している状況

※CCTVとは常時監視システム
内の一つの監視方法で、
「Closed Circuit Television」
の略称、空間監視カメラの事で

す。

【カンジキを利用した点検】【スキーを利用した点検】

　平成２５年２月２５日（月）新庄市民プラザにおいて、新庄
河川事務所事故防止対策委員会と事故防止安全対策協議会の主
催で開催されました。
　新庄河川事務所が今年度発注した工事及び業務委託に携わっ
た技術者が、安全対策や施工技術の向上に係る取り組みにおけ
る創意工夫等を発表し、情報交換・議論して施工技術の向上・
技術者の研鑚を図るものです。
　研究発表会において、当出張所監督の「銅山川流域横道沢第
五砂防堰堤改築工事」を担当する永井建設（株）伊藤現場代理
人の論題が優秀賞を受賞しました。

　▲　永井現場代理人の発表
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　▲　齋藤新庄労働基準監督署長
　　　による講評

【砂防施設の目視点検状況】


